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症  状 推定原因 対処方法

電源端子の接触不良 端子の増し締め

表示が出ない

ノイズ源を遠ざけてください。計器の近くにノイズ源がある表示が不安定

センサの種類が間違っている

センサおよび入力導線の断線

2.2 端子構成 を参照して、センサの配
線を正しく行ってください。

センサの種類が間違っている

配線の近くにノイズ源がある ノイズ源を遠ざけてください。

制御が異常

操作説明書 6.3 スタートアップチュー
ニング(ST)の設定 を参照して、スタート
アップチューニング(ST)を行うための条
件を確認してください。

操作説明書 6.2 オートチューニング
(AT)の開始/停止 を参照して、オート
チューニング(AT)を行うための条件を
確認してください。

操作説明書 6.2 オートチューニング
(AT)の開始/停止 を参照して、オート
チューニング(AT)中止の原因を確認し、
取り除いたうえで、再度オートチューニ
ング(AT)を行ってください。

パラメータ一覧の出力リミッタ上限／
下限（F08.) を参照して、出力リミッタ
の設定を変更してください。ただし、出
力リミッタの設定を変更してもよい場
合に限ります。

設定リミッタが設定されている

パラメータ一覧の表2：D1割付（F23.) 
を参照して、RUN/STOP切換の接点
状態を確認してください。

パラメータ一覧の表2：D1割付（F23.)  
を参照して、オート／マニュアル切換の
接点状態を確認してください。

操作説明書 3.モードの切り換え を
参照して、設定データロックを解除して
ください。

パラメータ一覧の設定リミッタ上限／
下限（F21.)を参照して、設定リミッタ
を適切な値に変更してください。
ただし、設定リミッタの設定を変更して
もよい場合に限ります。

パラメータ一覧の4.パラメータ設定
モードの設定変化率リミッタ上昇／下
降を参照して、設定変化率リミッタの
設定を「0(0.0)」にしてください。
ただし、設定リミッタを「0(0.0)」にして
もよい場合に限ります。

警報機能の動作が異常 計器仕様を確認した後、パラメータ一覧
の表3:警報種類（F41.～F43.) を参照
して、動作を変更してください。

パラメータ一覧の励磁／非励磁（F41.
～F43.)を参照して、設定内容を確認し
てください。

パラメータ一覧の警報動作すきま
（F41.～F43.)を参照して、適切な動
作すきまを設定してください。

パラメータ一覧の4.パラメータ設定
モードの設定変化率リミッタ上昇／下
降 を参照して、設定変化率リミッタの
設定を「0(0.0)」にしてください。
ただし、設定変化率リミッタを「0 
(0.0)」にしてもよい場合に限ります。

5. トラブルシューティング

この節では、トラブルの症状と推定される原因および対処方法について説明しています。

下記以外の原因によるお問い合わせは、計器の型名・仕様をご確認のうえ、当社営業所または代理店まで

ご連絡ください。

機器交換の必要が生じた場合は以下の警告を遵守してください。

警　告!

注　意
感電、機器故障、誤動作を防止するため、電源、出力、入力など、すべての配線が終了してから電源をON
にしてください。また、入力断線の修復や、コンタクタ、SSRの交換など出力関係の修復時にも、一旦電
源をOFFにし、すべての配線が終了してから、電源を再度ONにしてください。

■ 表示関係

測定値(PV)表示が実際と異なる

内器がケースに正しく入っていない

電源が正しく接続されていない

正規の電源電圧が供給されていない

熱電対を使用している計器の端子部に、
冷暖房の空気が直接あたっている

内器をケースに正しく入れてください。

2.2 端子構成 を参照して、正しく接続
してください。

3.仕様 を参照して、仕様範囲内の電源
電圧を供給してください。

3.仕様 を参照して、仕様範囲内の電源
電圧を供給してください。

入力応答を考慮して、デジタルフィルタ
を設定してください。

端子部に冷暖房の空気が直接あたらな
いようにしてください。

症  状 推定原因 対処方法

■ 制御関係

正規の電源電圧が供給されていない

電源をOFFにするか、またはRUN/STOP
切換でSTOP状態にしてから、センサの
修理、交換を行ってください。

計器仕様を確認した後、正しいセンサに
変更しください。

所定の位置に差し込んでください。

入力信号線と計器電源線、負荷線を分
離してください。

適切な定数を設定してください。

操作説明書 6.3 スタートアップチュー
ニング(ST)の設定 を参照してください。 

センサの配線が正しく行われていない

センサの差し込み深さが足りない

センサの差し込み位置が間違っている

入力信号線と計器電源線、
負荷線が分離されていない

PID定数が適切でない

スタートアップチューニング(ST)が
「0 (ST不使用)」になっている(出荷値:0)

スタートアップチューニング(ST)を
行うための条件を満たしていない

スタートアップチューニング(ST)が
できない

センサが浮いていないか確認のうえ、
しっかりと差し込んでください。

症  状 推定原因 対処方法

■ 制御関係つづき

計器仕様を確認した後、正しいセンサ
に変更しください。

 感電防止および機器故障防止のため、必ず機器交換の前にシステムの電源をOFFにして

  ください。

 感電防止および機器故障防止のため、必ず電源をOFFにしてから機器の取り付け、取り

  外しを行ってください。

 感電防止および機器故障防止のため、すべての配線が終了するまで電源をONにしないで

  ください。また、本機器への通電前には配線が正しいことを必ず確認してください。

 感電防止および機器故障防止のため、機器の内部に触れないでください。

 作業は、電気関係の基礎について教育を受け、かつ実務経験のある方が行ってください。

オートチューニング(AT)が
できない

オートチューニング(AT)が中断した

オートチューニング(AT)を行っても、
最適なPID定数が得られない

オートチューニング(AT)が
正常に終了しない

出力がある値以上(または以下)に
ならない

オートチューニング(AT)を
行うための条件を満たしていない

オートチューニング(AT)が
中止になる条件が成立した

制御対象の特性とオートチューニング
(AT)の相性が悪い

温度変化が非常に遅い制御対象を使
用している(昇温または、降温時の速
度が1℃／分以下の場合)

温度変化の遅い、周囲温度付近や制
御対象の上限温度付近でオートチュー
ニング(AT)を実行した

出力リミッタが設定されている

手動でPID定数を設定してください。

手動でPID定数を設定してください。

症  状 推定原因 対処方法

■ 操作関係

(デジタル入力:DI1またはDI2のいずれか
が対象)

(デジタル入力:DI1またはDI2のいずれか
が対象)

キー操作で運転がRUNできない

キー操作でマニュアルモードに切り換
えることができない

キー操作による設定変更が
できない

設定値(SV)がある値以上
(または以下)設定できない

設定値(SV)を変更したとき
すぐに設定値(SV)が切り換わらない

デジタル入力(DI)の
RUN/STOP切換がオープンに
なっている

デジタル入力(DI)の
オート／マニュアル切換が
オープンになっている

設定データロックがかかっている

設定変化率リミッタが設定されている

症  状 推定原因 対処方法

■ 警報

設定変更したときに、
警報待機動作が働かない

設定変化率リミッタが設定されている

警報機能の動作すきま設定が適切
でない

デジタル出力(DO)のリレー接点の
励磁／非励磁が逆になっている

FAILを選択している場合は、
非励磁固定:FAIL時接点オープン

警報機能の動作が仕様と異なる

■ イニシャルセットコード一覧

□□□N-□
(A) (B) (C) (D)

(D) デジタル入力 (DI) への機能割付

N: なし 
1: SV1～SV4選択

2: SV1～SV2選択 + RUN/STOP切換

3: SV1～SV2選択 + AUTO/MAN切換

4: SV1～SV2選択 + インターロック解除

5: RUN/STOP切換 + AUTO/MAN切換

6: RUN/STOP切換 + インターロック解除

7: AUTO/MAN切換 + インターロック解除

(A) 
(B) 
N: 
A: 
B: 
C: 
D: 
E: 
F: 
G: 
H: 
J: 
K: 
L: 
Q: 
R: 
T: 
U: 
V: 
W: 
X: 
Y: 
Z: 
2: 
3: 
4: 
5:

DO1 (警報機能1)    (C)DO3 (警報機能3) 1
DO2 (警報機能2)    
なし

上限偏差

下限偏差

上下限偏差

範囲内

待機付き上限偏差

待機付き下限偏差

待機付き上下限偏差

上限入力値

下限入力値

待機付き上限入力値

待機付き下限入力値

再待機付き上限偏差

再待機付き下限偏差

再待機付き上下限偏差

範囲内 (上限・下限個別設定)
上限設定値

下限設定値

上下限偏差 (上限・下限個別設定)
待機付き上下限偏差 (上限・下限個別設定)
再待機付き上下限偏差 (上限・下限個別設定)
制御ループ断線警報 (LBA)
FAIL
RUN中モニタ

通信監視結果の出力

入力レンジコード表

JPt100

P01
P02
P03
P04
P05
P06
P07
P08
P09
P10

-199.9～+649.0 oC
-199.9～+200.0 oC
-100.0～+50.0 oC
-100.0～+100.0 oC
-100.0～+200.0 oC
0.0～50.0 oC
0.0～100.0 oC
0.0～200.0 oC
0.0～300.0 oC
0.0～500.0 oC

N01
N02
A01
A02
W01
W02
D01
D02
D03
D04
D05
D06
D07
D08
D09
D10

0～1200 oC
0～1300 oC
0～1300 oC
0～1390 oC
0～2000 oC
0～2320 oC
-199.9～+649.0 oC
-199.9～+200.0 oC
-100.0～+50.0 oC
-100.0～+100.0 oC
-100.0～+200.0 oC
0.0～50.0 oC
0.0～100.0 oC
0.0～200.0 oC
0.0～300.0 oC
0.0～500.0 oC

W5Re/
W26Re

Pt100

N

PLⅡ

T

S
R

K01
K02
K03
K04
K05
K06
K41
K43
K09
K10
J01
J02
J03
J04
J05
J06
J15
J07
T02
T03
T05
T06
S02
R02

0～200 oC
0～400 oC
0～600 oC
0～800 oC
0～1000 oC
0～1200 oC
-200～+1372 oC
-199.9～+400.0 oC
0.0～400.0 oC
0.0～800.0 oC
0～200 oC
0～400 oC
0～600 oC
0～800 oC
0～1000 oC
0～1200 oC
-200～+1200 oC
-199.9～+300.0 oC
-199.9～+100.0 oC
-100.0～+200.0 oC
-199.9～+300.0 oC
0.0～400.0 oC
0～1769 oC
0～1769 oC

レンジ種類 コード

K

J

E01
E02
B01
B02

0～800 oC
0～1000 oC
400～1800 oC
0～1820 oC

レンジ種類 コード

コード種類 レンジ

プログラマブルレンジ
-1999～+9999 

(小数点位置選択可能)

出荷値: 0.0～100.0 (%) 

301
401
501
601
701
801

DC 0～1 V
DC 0～5 V
DC 0～10 V
DC 1～5 V
DC 0～20 mA
DC 4～20 mA

SC-S21 □□□□-□□-□＊□□-□□/□□
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11)

■ 仕様コード一覧

(1) 制御動作

F:  AT付PID制御 (逆動作)
D: AT付PID制御 (正動作)
G: AT付加熱冷却PID制御

(2) 測定入力・レンジ

□□□: 入力レンジコード表参照

M: 
V: 
4: 
5: 
6: 
7: 
8: 
T:
D:

リレー接点出力

電圧パルス出力 (DC 0/12 V)
電圧出力 (DC 0～5 V)
電圧出力 (DC 0～10 V)
電圧出力 (DC 1～5 V)
電流出力 (DC 0～20 mA)
電流出力 (DC 4～20 mA)
トライアック出力

オープンコレクタ出力

(3) 出力1 (OUT1)
[PID制御時: 制御出力 加熱冷却PID制御時: 加熱出力 ]

(9) 防水防塵構造

N: なし

1: 防水防塵構造 (NEMA 4X、IP66準拠)

(10) ケース色

A: 黒色

(11) 出荷時設定 (デジタル入出力の機能割付)
N: なし (イニシャルセットコードの指定なし)
1:  出荷時設定あり (イニシャルセットコード

　 一覧参照)

(5) 電源電圧

3:  AC/DC 24 V
4:  AC 100～240 V

(6) 警報出力 (DO1～DO2)
N: なし

1: 1点 (DO1)
2: 2点 (DO1, DO2)

(7) 電流検出器 (CT) 入力

N: なし

(8) 通信機能・デジタル入力 (DI) 
N: なし

5: RS-485 (専用通信)
6: RS-485 (MODBUS)
A: デジタル入力 (2点)

4. 型式コード

P: リレー接点出力 [警報3出力用]
R: 電流出力 (DC 0～20 mA)
S: 電流出力 (DC 4～20 mA)
X: 電圧出力 (DC 0～5 V)
Y: 電圧出力 (DC 0～10 V)
Z: 電圧出力 (DC 1～5 V)

N: なし

(4) 出力2 (OUT2)
[PID制御時: 警報3出力、伝送出力

加熱冷却PID制御時: 冷却出力 ]

M: リレー接点出力

V: 電圧パルス出力 (DC 0/12 V)
4: 電圧出力 (DC 0～5 V)
5: 電圧出力 (DC 0～10 V)
6: 電圧出力 (DC 1～5 V)               
7: 電流出力 (DC 0～20 mA)
8: 電流出力 (DC 4～20 mA)
T: トライアック出力

D: オープンコレクタ出力

伝送出力

冷却出力

   

E

B

レンジ種類 コード

1 「(4) 出力2 (OUT2)」のコードで「P」を選択したときに指定できます。

規　　格

CEマーキング: 低電圧指令: EN61010-1
　　　　　　過電圧カテゴリⅡ
　　　　　　汚染度2
　　　　　　クラスⅡ (強化絶縁)
EMC指令: EN61326

防水防塵: NEMA 4X (NEMA250)  IP66 (IEC60529)
[前面パネル部 (型式指定時)]

許容周囲湿度: 10～90 %RH
絶対湿度:MAX.W.C 29.3 g/m3 dry air at 101.3 kPa

許容周囲温度: 0～50 oC 

設置環境条件: 屋内使用
高度2000 mまで

停電時のデータ保護: 不揮発性メモリによるデータバックアップ
書き換え回数:            約100万回
データ記憶保持期間: 約10年

消費電力(最大負荷時): 最大 5.5 VA (AC 100 V時)
最大 8.5 VA (AC 240 V時)
最大 4.7 VA (AC 24 V時)
最大 108 mA (DC 24 V時)

一般仕様

電源電圧: AC 90～264 V     [電源電圧変動含む]  (定格:AC 100～240 V)、50/60 Hz共用
AC 21.6～26.4 V [電源電圧変動含む]  (定格:AC 24 V)、50/60 Hz共用
DC 21.6～26.4 V [電源電圧変動含む]  (定格:DC 24 V)

質　　量: 約 120 g

材　　質: 前面基板、ケース: PC (難燃度UL94V-1) 
端子板:                 PPE (難燃度UL94V-1)
パネルシート:       ポリエステル

突入電流: 5.6 A以下 (AC 100 V時)
13.3 A以下 (AC 240 V時)
16.3 A以下 (AC 24 V時)
11.5 A以下 (DC 24 V時)

測定入力
1点入力点数:

熱電対入力: K、J、T、S、R、E、B、N (JIS C1602-1995)、
PLII (NBS)、W5Re/W26Re (ASTM-E988-96)
入力インピーダンス:  1 MΩ 以上
外部抵抗の影響:     約0.25μV/Ω

測温抵抗体入力: Pt100 (JIS C1604-1997)、
JPt100 (JIS C1604-1997,  JIS C1604-1981のPt100)
入力導線抵抗の影響: スパンの約0.02%/Ω

(１線あたり最大10Ω以内)　
電圧入力: DC 0～1 V、DC 0～5 V、DC 1～5 V、DC 0～10 V

入力インピーダンス:  約1 MΩ 

電流入力: DC 0～20 mA、DC 4～20 mA
入力インピーダンス:  約250Ω (250Ωシャント抵抗が必要)

250 msサンプリング周期:
約200 μAセンサ電流 (測温抵抗体):

一次遅れデジタルフィルタ: 0～100秒 (0でフィルタOFF)

入力短絡時の動作: ダウンスケール (測温抵抗体)

アップスケールまたはダウンスケール (熱電対)入力断線時の動作:
アップスケール (測温抵抗体)
ダウンスケールまたは0付近の値 (電圧／電流入力)

デジタル入力 (DI) [オプション]

約250 ms取込み判断時間:

2点 (DI1、DI2)　絶縁入力入力点数:
500 kΩ以上 (オープン状態)、 無電圧接点入力:
10 Ω以下 (クローズ状態) 

接点電流:         3.3 mA以下 
開放時の電圧: 約DC 5V

PVバイアス: -1999～+9999 oCまたは
-199.9～+999.9 oC (熱電対、測温抵抗体) 
-入力スパン～+入力スパン (電圧／電流入力)

*1: -100 oC以下は精度保証範囲外
*2: 400 oC以下は精度保証範囲外 (熱電対R、S、W5Re/W26Re、B)

通信機能 [オプション]
EIA規格　RS-485準拠インターフェース:
専用通信
(ANSI X3.28-1976 サブカテゴリ 2.5、A4準拠)

プロトコル:

MODBUS-RTU

制　　御

オートチューニング、スタートアップチューニング
POSTチューニング

付加機能:

PID制御 (逆動作／正動作)
加熱冷却PID制御
P、PI、PD、二位置動作も可能

制御種類:

トライアック出力:
出力方式: AC出力(ゼロクロス方式)
許容負荷電流: 0.5 A (周囲温度40 oC以下)

ただし、周囲温度50 oCの場合は0.3 A

ON電圧: 1.6 V以下 (最大負荷電流時) 

負荷電圧: AC 75～250 V 
最小負荷電流: 30 mA

出　　力
4点 出力点数:

機械的寿命: 2000万回以上 (開閉頻度360回／分 [無負荷時])

リレー接点出力 (1):
接点方式: 1a接点
接点容量 (抵抗負荷): AC 250 V 3 A、DC 30 V 1 A
電気的寿命: 10万回以上 (定格負荷)

機械的寿命: 2000万回以上 (開閉頻度360回／分 [無負荷時])

リレー接点出力 (2):
接点方式: 1a接点
接点容量 (抵抗負荷): AC 250 V 1 A、DC 30 V 0.5 A
電気的寿命: 15万回以上 (定格負荷)

出力インピーダンス: 1MΩ以上

電流出力:
出力電流 (定格): DC 0～20 mA、DC 4～20 mA
許容負荷抵抗: 500Ω以下

電圧パルス出力:
出力電圧 (定格): DC 0/12 V 

ON時:   10 V～13 V (20 mA時)

許容負荷抵抗: 600Ω以上 (20 mA以下)
ただし、OUT2不使用の場合は40 mA以下

OFF時: 0.5 V以下

出力インピーダンス: 0.1Ω以下

電圧出力:
出力電圧 (定格): DC 0～5 V、DC 1～5 V 、DC 0～10 V
許容負荷抵抗: 1 kΩ以上

OFF時漏れ電流: 0.1 mA以下
ON電圧: 2 V以下 (最大負荷電流時) 

オープンコレクタ出力:
出力方式: シンク方式
許容負荷電流: 100 mA
負荷電圧: DC 30 V 以下
最小負荷電流: 0.5 mA

入力精度:
入力種類 入力範囲 精　度

K、J、T、E

N、R、S、PLII、
W5Re/W26Re

B

±(0.2 % of スパン+ 1 digit) 電圧／電流入力

Pt100、JPt100

-100 oC未満 

-100 oC～+500 oC未満

+500 oC以上

±(2.0 oC + 1 digit)
±(1.0 oC + 1 digit)
±(0.2 % of Reading + 1 digit)

0 oC未満 

0 oC～1000 oC未満

1000 oC以上

±(4 oC + 1 digit)
±(2 oC + 1 digit)
±(0.2 % of Reading + 1 digit)

400 oC未満 

400 oC～1000 oC未満

1000 oC以上

±(70 oC + 1 digit)
±(2 oC + 1 digit)
±(0.2 % of Reading + 1 digit)

200 oC未満

200 oC以上

±(0.4 oC + 1 digit)
±(0.2 % of Reading + 1 digit)

*1

*2

*2

3. 仕　様

MODBUSはSchneider Electricの登録商標です。

本書に記載されている会社名や商品名は、一般に各社の商標または登録商標です。

本社・工場    兵庫県加古川市野口町長砂８８１番地　　　〒６７５－８５１１
ＴＥＬ　（０７９）４２７－１８００ 
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